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研究要旨（V180I 遺伝性プリオン病における THK5351 ペットスキャンの有用性） 

MRI で疑われ、プリオン病遺伝子診断で確定した、V180I 遺伝性プリオン病患者に、

THK5351 ペットを施行した。剖検で、陽性部位を組織学的に確認し、タウ沈着はなく、

皮質下アストロサイトーシスの部位に高集積を認めることを確認した。THK5351 が、画

像診断がつかない MM2 視床型の診断の有用性が示唆された。 

 

Ａ.研究目的（V180I 遺伝性プリオン病にお

ける THK5351 ペットスキャンの有用性） 

プリオン病において、MM2 視床型は生前

に画像診断が不能である。THK5351 はタウ

リガンドとして開発されたが MAOB に結合

することが明らかとなり、アストログリアの

マーカーになることを、我々は剖検例を用い

た検討で明らかにしている。自験 V180I 遺伝

性プリオン病臨床例に THK5351 ペットを撮

像し、剖検所見との対応で、診断上の有用性

を確認することを目的とした。 

 

Ｂ.研究方法 

もの忘れ外来受診者で、MRI で V180I 疑

いと診断され、遺伝子診断で確定した 86 歳

女性例に、ご家族の研究同意の元 THK5351

ペットを撮像し、剖検所見との対応を行った。 

 (倫理面への配慮) 

THK5351 撮像については当センター倫理

委員会承認を得、介護者同意の元行った。剖

検については事前に説明の上、本人の剖検同

意を得た。 

 

Ｃ.研究結果 

THK5351- PET では MRI で腫大と高信号

を示した大脳皮質直下白質に強い集積を認め

た。皮質腫大部位は FDG- PET では著明な代

謝低下を認めた。PIB- PET では、陽性所見

はなかった。 

神経病理学的に THK5351 陽性部位には、

著明なアストログリオーシスを認め、これま

での我々の研究成果と一致した。 

 

Ｄ.考察 

THK5351 は、膠芽腫、錐体路二次変性に

高度集積を認め、神経病理学的にアストログ

リアの増生を標識していることを、投稿準備

中である。 
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本研究によりこの事実が裏打ちされ、アス

トログリア増生を伴う MM2 視床型に応用可

能である可能性が示された。 

 

Ｅ.結論 

MM2 視床型プリオン病診断のために、

THK5351 が有用である可能性が示された。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 
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2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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